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土

「新・あつい壁」上映会
【同時開催】 ハンセン病問題を知ろうパネル展示

［場所］ 札幌市北区北8条西5丁目

北大学術交流会館2階講堂
12：30 開場　13：00-15：00 映画上映
　　　　　     15：15-16：00 金丸哲大弁護士による講演

映画上映会

北大学術交流会館1階ホール
【展示時間】 12：00～16：30

パネル展

原総合法律事務所 TEL.011-272-6661お問い合わせ

主催者：北海道のハンセン病問題に関する協議会
北海道（保健福祉部健康安全局感染症対策課）／札幌弁護士会／北海道社会福祉士会
ハンセン病回復者と北海道をむすぶ会／ハンセン病問題を考える会
ハンセン病問題と教育を考える市民の会コンパス／国民救援会北海道本部

後援：札幌法務局、札幌市、北海道教育委員会、札幌市教育委員会、北海道弁護士会連合会
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映画上映会とパネル展を通じて、
ハンセン病問題を考えてみませんか？

　　　　　　　　　　　　   ハンセン病回復者への差別と司法の不当性を描いた映画

ハンセン病問題を知っていますか？　
北海道から数多くの方々が本州のハンセン病療養所に
強制的に送られ、一生を過ごしました。
また道内でハンセン病の差別を恐れながら生きている
ハンセン病回復者やその家族もいらっしゃいます。
ハンセン病問題を知っていただくために、
映画「新・あつい壁」の上映会を企画しました。
映画「新・あつい壁」は、ハンセン病をめぐる差別が
問題となった刑事事件・菊池事件を題材としたものです。
上映会では、ハンセン病問題の基礎知識や
菊池事件の背景事情について弁護士による講演も予定しています。
また、上映会の会場では、ハンセン病問題を
知ることのできる、パネル展（北海道庁
保管パネル、真宗大谷派北海道教務所
作成パネルなどの展示）を行います。

この事業は、厚生労働省の委託により公益財団法人笹川保健財団が実施しています。2026年度「ハンセン病対策促進事業」の助成を受けて実施しました。

1950年代に熊本県で起きた刑事事件を題材に



札幌弁護士会に所属していた際にハンセン病家族訴訟弁護団に加入
その後、菊池事件違憲国賠訴訟弁護団、菊池事件再審弁護団に加入
菊池事件では憲法的再審事由を担当
現在は「ハンセン病問題に関する偏見差別解消に向けた実務者協議」
で主に文部科学省との交渉を担当

金丸 哲大 弁護士
東京弁護士会所属
東京三弁護士会ハンセン病問題協議会委員

講演者紹介

©映画「新・あつい壁」製作上映実行委員会


